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令和６年度第５回流山市国民健康保険運営協議会会議録  

 

１  日  時 令和６年８月２３日（金）  

午後１時１５分  

２  場  所 流山市役所  第２庁舎  ３０１会議室  

３  招 集 日 令和６年８月９日  

４  出席委員 福田  芙美子、吉田  春美、今井  博之、  

安江  裕子、笠原  裕司、池田  郁雄、  

三木  哲、高杉  幹、藍川  治助、  

石幡  恒美、倉野  美知子、木川  稔  

５  欠席委員 堀内  龍文  

６  事 務 局 吉野市民生活部長、山﨑保険年金課長、海老根保険年  

金課長補佐、岡田保険年金課長補佐兼国民健康保険係  

長、中山保険料収納係長、金窪主査、古谷主任主事  

７  傍 聴 者 なし  

８  議事内容  令和５年度流山市国民健康保険特別会計決算（案）  

について  

９  配 付 資 料  ・ 令 和 ５ 年 度 流 山 市 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 決 算

（案）  

１０  会議時間 開会  午後１時１５分  

        閉会  午後１時４５分  

１１  議事内容 次のとおり  
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（事務局）  

ただ今から令和６年度第５回流山市国民健康保険運営協議会を開会い

たします。  

開会にあたりまして、本日は所要により会長は欠席のご連絡をいただ

いておりますので、会長代理よりご挨拶をお願いいたします。  

 

  －会長代理挨拶－  

 

（事務局）  

 続きまして、市民生活部長からご挨拶を申し上げます。  

 

  －市民生活部長挨拶－  

 

（事務局）  

それでは会議に移らせていただきます。  

協議会の議長は、流山市国民健康保険規則第６条の規定により、会長

となっております。本日は欠席でございますので、同規則第４条の５の

規定により会長代理に議事進行をお願いいたします。  

 

（議長）  

 これより議事に入ります。本日の出席者は、委員１３名のところ１２

名でございますので、流山市国民健康保険規則第８条の規定により、委

員の半数以上の出席であるため、会議が成立していることをご報告いた

します。  

 それでは、議事に入ります。  

議題１「令和５年度流山市国民健康保険特別会計決算」について、事

務局から説明をお願いします。  

なお説明や、このあとの質疑応答については、着座のままで結構です。  

 

（事務局）  

 保険年金課長の山﨑です。私から、令和５年度流山市国民健康保険特

別会計決算 (案 )について、ご説明いたします。  

 失礼して着座させていただきます。  
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 資料 1 の 1 ページ「令和５年度流山市国民健康保険特別会計決算 (案 )

の概要」をご覧ください。  

 １総括についてですが、令和５年度国民健康保険特別会計の決算額は

歳入が１４７億８，１１８万７，５５３円、歳出が１４６億９，４８８

万５，７７７円、実質収支は、８，６３０万１，７７６円となりました。  

 ２国民健康保険加入者の状況についてですが、（１）被保険者の加入

状況は、令和５年度末の世帯数２０，５５１世帯で前年度比６４４世帯、

率にして３．１％の減、また、本市全世帯数に対する割合は２２．８ %

となっています。  

（２）被保険者の内訳は、加入者総数２９，５３６人で前年度比１，

３２３人、率にして４．３％の減、また、本市全人口に対する割合は１

３．９％となっています。   

 関連で、４ページをご覧ください。  

 年間平均被保険者動向についてですが、令和５年度の年間平均におい

ても被保険者総数３０，５８０人で、前年度比１，３９６人、率にして

４．３７％の減になっています。減少の状況は、平成２４年度から続い

ています。今後も減少状況は、後期高齢者医療へ移行することや被用者

保険の適用拡大などの影響により続くものと思われます。  

 次に歳入歳出の主な科目についてご説明いたします。  

 ２ページをご覧ください。  

 初めに歳入についてですが、表の上段、国保料につきましては、令和

５年度の収入額の合計は、３１億９，３８１万７，７２５円で、収入割

合は９０．７７％、前年度と比較しますと０．７８ポイント増になりま

す。中段の県支出金につきましては、主に保険給付費に対して交付され

るものですが、前年度と比較しますと２億５，８７９万９，３２４円、

率にして２．５６％の減となっています。   

下段の繰入金のその他一般会計繰入金５億９４万４，０００円のうち、

決算補填目的、いわゆる赤字繰入分につきましては、３億９，４０２万

２，０００円で前年度と比較しますと１億３，４４２万１，２４３円、

率にして２５．４４％減となっています。  

減額の理由につきましては、２段下の財政調整積立基金等繰入金をご

覧ください。令和５年度は３億円を基金から繰り入れたことにより減額

となりました。  
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また、産前産後保険料繰入金につきましては、産前産後期間に係る所

得割額・均等割額を減額する制度を令和６年１月から新たに開始したこ

とに伴い、一般会計から４８万９，０４４円を繰り入れたもので、内訳

としては国負担分が２分の１、県負担分が４分の１  、市負担分４分の

１となっております。  

３ページをご覧ください。  

歳出についてですが、表の中段、保険給付費につきましては、主に療

養諸費の療養給付費からその他給付費の移送費までの保険医療に要する

費用で、前年度と比較しますと２億４，２７７万４，７２１円、率にし

て２．４３％の減となっています。  

 その下の事業費納付金につきましては、前年度と比較しますと１億７，

２８２万３，０４９円、率にしますと３．９８％の増となっていますが、

保険料収入の減少と比べますと、事業費納付金は、高止まりしている状

況です。今後もこのような状況は続くものと考えています。  

 次に基金の状況についてですが、下段の表をご覧ください。  

 令和５年度末の基金残高につきましては、５億３，２６５万６千円で

す。なお、令和６年度で基金は概ね全額取り崩す予定です。  

 次に５ページ以降に添付しています関連資料について、ご説明いたし

ます。  

 ５ページをご覧ください。  

 国民健康保険年齢階層別被保険者状況についてですが、令和４年以降

の各年の５月現在のデータになりますが、団塊の世代の方が後期高齢者

医療制度への移行により、６５歳以上７４歳までの前期高齢者の割合が

減少傾向にあります。  

 ６ページをご覧ください。  

 一人当たり・一世帯当たりの調定額推移についてですが、一人当たり

調定額は平均保険料に相当しますが、令和５年度は、表の下段、医療、

介護、支援の合計では、１０万３，９３８円になります。前年度と比較

しますと４４６円の増額となります。  

 保険料は、被保険者個々の前年中の総所得金額等により計算されます

が、令和５年度の一人当たり平均保険料は微増となりました。  

 ７ページをご覧ください。  

 近隣市保険料率の比較についてですが、前回までの協議会でも、ご説
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明させていただいておりますが、本市は、応能割は３番目に高く、応益

割は一番低い設定になっています。  

 ８ページをご覧ください。  

 一人当たり医療費の状況についてですが、表の下段、総計の合計の欄

になりますが、令和５年度の療養諸費費用額、これは総医療費の額で１

１５億２，３３１万５，０５３円、一人当たりの額は３７万６，８２５

円となり、前年度と比較しますと、合計額では２億７，１５０万５，１

４０円の減額、一人当たりでは７，９６０円の増額となりました。  

 その下の医療給付額、これは保険者が負担した額で、９６億４，０７

２万４，３５０円、一人当たりの額は３１万５，２６２円となり、前年

度と比較しますと、合計額では２億４，３１１万１，３７５円の減額、

一人当たりでは、６，１６０円の増額となります。  

 療養諸費費用額、医療給付額とも総額では被保険者数の減少により前

年度より減額となっていますが、一人当たりの額では前年度より増額と

なっており、過去５年間において最高額となります。 1 人当たりの額の

増加の主な要因ですが、医療技術の高度化によるものと考えられます。  

以上で、令和５年度流山市国民健康保険特別会計決算 (案 )についての

説明を終わりとさせて頂きます。  

 

（議長）  

 ありがとうございました。  

ただ今、事務局から議題１「令和５年度流山市国民健康保険特別会計決

算」について説明がありましたが、質問等ございましたらお願いいたし

ます。  

 委員お願いします。  

 

（委員）  

 無知な質問で申し訳ないのですが、特別会計となっているのですが何

が特別なのでしょうか。特別ということは一般もあると思うのですけど

も違いを教えてください。  

 

（事務局）  

 市の財政には、市民税等の税金で市民サービスを提供させていただい
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ている一般会計と、特別会計というのは特定の事業や資金運用を明確化

するために一般会計と経理を別にする特別会計を設置することとされて

おり、国民健康保険については特別会計を設置することとされておりま

す。  

 

（委員）  

 よくわかりました。ありがとうございます。  

 

（議長）  

 ありがとうございました。他にございませんか。  

 委員お願いします。  

 

（委員）  

 資料の１ページ、３歳入（３）国民健康保険料収納率等です。収入割

合、現年度分９５．９１％、過年度分４２．７７％、合計９０．７７％

となっております。第２期事業財政健全化計画や保険料の見直しについ

ての際に、流山市は高い収納率であるとのことでしたが、令和５年度分

の収納率は県内どれくらいの位置になるのですか。  

 また、県内の収納率の平均はどれくらいでしょうか。  

 

（議長）  

 事務局お願いします。  

 

（事務局）  

 収納率についてお答えします。  

 まず、順位についてですが県内３７市でお答えさせていただきます。  

速報値ではありますが、現年度分が４位、滞納繰越分が１位、合計順位

は１位となっております。  

 次に、県内の徴収率の平均は現年度分９３．０６％、過年度分２２．

４２％、合計７８．２３％となっております。  

 

（委員）  

 県内平均と比べてもすごく高い位置にいることがわかりました。職員
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の方の努力に感謝申し上げます。これからもがんばってください。  

 

（議長）  

 ありがとうございました。他にございませんか。  

 委員お願いします。  

 

（委員）  

 ３ページの基金の状況ですが、５年度で１億９，０００万円増加額と

ありますが、どのような形で増加となったのでしょうか。また、６年度

は概ね全額使い切ってしまうわけですけども、今後の積み立ての見込み  

は、どうなっていくのでしょうか。  

 

（議長）  

 事務局お願いします。  

 

（事務局）  

 令和５年度の増加額１億９，０００万円ですが、令和４年度の実質収

支の中から１億９，０００万円を積み立てさせていただいたところでご

ざいます。  

 今後の見込みですが、令和６年度に概ね全額取り崩すわけですが、こ

れまでは新型コロナウイルス感染症の影響により不測の事態に備えてい

たわけですが、その影響も限定的となったことから現時点では積み立て

て行くということは考えておりません。  

 

（委員）  

 ありがとうございます。保険料の見直しを現在行っておりますけども、

保険料の見直し分で賄えるということでしょうか。今後、基金の繰入れ

ができないわけですが、不測の事態になった場合はどうするのでしょう

か。  

 

（議長）  

 事務局お願いします。  
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（事務局）  

 前回までの運営協議会で説明させていただいている中で、今回の保険

料の見直しでは３．３億円の保険料の増加を見込んでおります。  

現時点で、令和６年度予算ベースで赤字額が約７．６億円あります。

今回、保険料収入を増やしたとしても、一部の削減に繋がりますが引き

続き一定規模の赤字繰入が必要でありますので、引き続き繰り入れで財

政補填をしていかなければならないというふうに考えております。  

 

（委員）  

 ありがとうございました。  

 

（議長）  

 他に質問のある委員。  

 委員お願いします。  

 

（委員）  

 ８ページの一人当たりの医療費の状況についてお聞きしたいのですが、  

令和元年度から令和５年度までの状況がありますが、退職者等は除いて

一般分で令和３年度だけ増加しているのですが要因はなんでしょうか。  

 

（議長）  

 事務局お願いします。  

 

（事務局）  

 表をご覧いただくと、令和２年度に落ち込んでいます。全国的な傾向

で、この時は新型コロナウイルス感染症で最初の緊急事態宣言があって

受診控えがあり、令和３年度はその反動で増えたのが要因ではないのか

なと思います。  

 

（委員）  

 はっきりとはわからないということですね。新型コロナウイルス感染

症の影響があるのではないかということですね。これからもこういうこ

とはありえますでしょうか。  
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（事務局）  

 令和３年度以降も被保険者も減っていますので総医療費は減っていく

と思います。ただ、一人当たり医療費は伸びている傾向です。  

 

（委員）  

 わかりました。  

 

（議長）  

 他にございませんか。  

 委員お願いします。  

 

（委員）  

 ２点あります。１点目は不納欠損額１，９９１万５，２７３円となっ

ていますが、近年の推移はどのようになっていますかと、２点目は傷病

手当金ですが、令和５年度は３件となっていますが、前年度に比べて大

幅に減少しているのは私の推測ですが新型コロナウイルス感染症の関係

だと思うのですがどのような理由でしょうか。  

 

（議長）  

 事務局お願いします。  

 

（事務局）  

 不納欠損について直近３年間でお答えさせていただきます。  

令和３年度は２，４６０万３，３８５円、令和４年度は２，３９６万

５，１５０円、今回の令和５年度は１，９９１万５，２７３円となって

おります。  

 不納欠損額の減少については、滞納整理等の効果が出ているのではな

いかと捉えております。  

 次に、傷病手当金については、新型コロナウイルス感染症の感染に関

して、一定の要件の下、給付しておりましたが、感染症法上の５類感染

症への移行に伴い、令和５年５月７日までの感染をもって給付を終了し

たため、令和４年度の７４件の実績から大幅に減少しました。  
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（委員）  

 ありがとうございました。新型コロナウイルス感染症が５類に変わっ

て自己負担が増えたと思うのですが、一人当たりの医療費が増えていま

すが、新型コロナウイルス感染症が収束しない限り増えていくのではな

いのかなと危惧しております。  

 

（議長）  

 ありがとうございました。他にありますか。  

 ご質問がないようですので、議題１を終了させていただきます。これ

によって令和５年度決算を認定したと運営協議会を代表して報告します。  

 みなさんよろしいでしょうか。  

 

（各委員）  

 異議なし。  

 

（議長）  

 次に、その他ですが事務局から報告があるとのことですのでお願いし

ます。  

 

（事務局）  

 令和７年度からの保険料見直しについてですが、皆様、大変ご多忙の

中、慎重な審議・議論いただきありがとうございました。  

令和７年度からの保険料見直しについては、現在、市民参加手続きの

手法の一つであるパブリックコメントの実施に向けて準備を進めており

ます。  

 パブリックコメント手続きの開始、また結果の報告については、委員

の皆様には改めてご報告させていただきますので、ご了承ください。  

 

（議長）  

 ありがとうございました。ご質問等ありますか。  

 委員お願いします。  
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（委員）  

 パブコメをこれからやられるとのことですが、最終のまとめはいつご

ろになりますか。  

 

（事務局）  

 審議会等でご説明させていただいた通り、今回の見直し議案は、１２

月の議会での上程を予定しておりますので、そこに間に合うようにパブ

リックコメントの結果がまとまると考えておりますので、その結果を皆

様と共有させていただければなと考えておりますのでよろしくお願いし

ます。  

 

（議長）  

 ありがとうございました。他にないようですので本日の議事が終了し

ましたので以上をもちまして、令和６年度第４回国民健康保険運営協議

会を閉会します。  


